
本校の教育目標「ひっと」 
 

ひらく～自ら学びを切り拓く～ 

つながる～知恵と力を合わせる～ 

ととのえる～自立の力を高める～ 

２０２０年３月制定 

枝小っ子の「自律」を促す３学期に！ 
       ～自分で決められる子に育てたい～ 

                              校長 青山 天生 

 １月18日（火）に３学期始業式を行いました。本年も、枝小っ子の成長のために、保護者・

地域の皆様と共に歩んでまいりますのでよろしくお願いします。 

 ２学期終業式と３学期始業式に私が子ども達に伝えたお話（概要）を紹介します。 

 

＜２学期終業式＞   

 猛暑が続いたあの８月から、秋を一気に駆け抜けて、今では外一面が銀世界になりました。

２学期の始業式にみなさんへの期待を一言で表すと、「チャレンジ」だと伝えました。また、

こんな話もしました。「過去は変えられないが、未来と自分は変えられる」。みなさんにとっ

て２学期はどうだったでしょうか？ 

 実は何人かの人にお話を聞きました。「苦手な算数をできるまでねばり強く取り組んだ。」

「ピアノやバスケットを頑張った。」「みんなが嫌がる雑巾がけを率先して頑張った。」「修

学旅行や学習発表会、ドッヂボール大会を成功させるために努力した。」ここにいるみなさん

は「チャレンジ」を続けて大きな成長ができた２学期だったと思います。 

 

 さて、明日からはいよいよ冬休みになります。私の期待を漢字にしました。「じり

つ」と読みます。自分で立てた目標やきまりに従い、自ら行動できることです。反対

の意味を持つ言葉、分かりますか？これは「たりつ」と読みます。例えば、友達や先

生に注意されたから、お家の人に言われたから行動することです。小学生のみなさん

は、１年生から学年が上がるにつれて「他律」が少しずつ減っていき、やがて自分の

ことを自分で律することができるようになります。そして、いずれは「自立」してい

くことになります。 

 楽しいイベントが続くこの冬休み、ぜひこの「自律」を増やしてほしいというのが

私の期待です。 

 

＜３学期始業式＞   

 楽しかった冬休みが終わりましたが、災害に関わって先週の暴風雪の影響による交通障害

や、歌登や目梨泊の一部の地域では停電もあったと聞きました。日曜日には、南太平洋の海底

火山の噴火により、太平洋岸を中心に海面の高さが上昇するなど、心配な状況が続きました。

昨年、みなさんは災害から身を守る避難訓練を２回実施しましたが、改めて「正確な情報を

キャッチすること」や「もしものときは、どのように行動するのか」という備えについて、お

家の人とぜひ確認をしておいてください。 

 さて、今日から３学期が始まりました。3学期は別名「０（ゼロ）学期」とも言われます。

なぜなら、1年間のまとめという意味に加え、4月へ向けた助走期間という意味があるからで

す。例えば、1年生は2年生に、6年生は中学1年生になるための準備を進めていきます。その

取組を充実させるために、みなさんへ期待することは、「自律的に学習に取り組んでほしい」

ということです。 
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 ２日 ALT 

 ３日 ALT 

 ４日 新１年生体験入学 

    漢字検定 

 

 ７日 委員会 

 ９日 ６年生参観日 

１１日 建国記念の日 

 

１４日 家庭学習頑張り週間 

１７日 参観日２・４・５年 

１８日 参観日１・３年 

 

２０日 アウトメディアデー 

２３日 天皇誕生日 

 

 
 

 

＊なお、  新型コロナウイルス感

染症の感染状況によって、変更

することがあります。 
 

令和３年度 小中絵画書道展

 

 

 ２学期の終業式の後に、ある先生からみなさんの成長について、こんなお話を聞きました。「ク

ラスのＡさんは、算数が大の苦手でした。そこで、低学年の算数の学習内容に立ち戻り、プリント

学習を１枚１枚取り組んだことで、４か月で苦手なところをほぼ克服できるようになりました。」

私はこの話を聞いて、教室で本人が真剣に学ぶ姿も見てきましたので、とても嬉しく思いました。  

 Ａさんが担任の先生と相談して進めてきた学習には、３つの秘密があります。 

 

 努力はやみくもに時間をかければいいというものではありません。当然、努力自体に価値はあり

ますが、進む方向が間違っていたり、やり方がふさわしくなければ、それは正しい努力とは言えま

せん。みなさんもぜひＡさんのように正しい努力で授業やチャレンジタイムに自ら立ち向かってく

ださい。自律的な努力の先には、４月からの新しいスタートラインがクッキリと見えてくるはずで

す。みなさんを支える枝小の先生方は、わかるまで・できるまで、とことん関わります。 

 チーム枝小で、まとめとしての３学期、助走期間としての「０（ゼロ）学期」を実りあるものに

しましょう。 

①自分が分からない所を明らかにした 

②自分に合っていて、しかも成果につながるふさわしい方法を選んだ 

③できるまで・わかるまでねばり強く続けた  


